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【研究の概要等】  
再生医学分野では、幹細胞の研究が急展開している。しかし、これら研究は細胞外マ

トリックス(ECM)の視点を欠落している。動物組織が細胞と ECM の相互作用で作られて
いることを忘れてはならない。再生医療の至近標的である間葉系組織では、ECM が作る
網目構造の中に細胞が浮かんでいるのが実像である。幹細胞を移植しなくても、ECM を
注入するだけで内在性幹細胞の遊走、増殖と分化を制御して組織再建を操作できること
を発見した我々成果は、新しい再生医療を開拓する可能性を秘めている。本研究では、
幹細胞の増殖、分化、遊走に強く作用するヒト型ラミニンを工業的に量産し、その臨床
効果と安全性を評価する。ラミニンは a, b, g 鎖が会合した巨大分子であり、ジスルフィ
ド結合で構造が強化され、多数の N-結合型糖鎖を持つために動物細胞でしか生産できな
いと信じられてきた。国際的には、動物培養細胞を用いた合成が試みられているが、収
量とコストで問題にならない。動物細胞の利用は、ヒトと共通のウイルス感染を媒介す
る危険性も孕んでいる。本研究は、酵母系等で大量合成したヒト型ラミニンを臨床応用
する、新しい再生医療の展開をめざしている。 
 
【当該研究から期待される成果】 

本研究は、ヒトの幹細胞に作用して組織再生を誘導する活性を持っているラミニンを、
工業的に量産しようとする点で類例を見ない。間葉系（骨、軟骨、筋肉や脂肪）等の大
きな器官を再建するには、症例当たりグラム単位のヒト型ラミニン生産系の開発が必要
になる。また、ラミニンを外傷治療薬や化粧品として利用するためにも、安価な大量合
成法が必要である。このために、酵母の大量培養系や無細胞翻訳系等の工業的手法を利
用しようとしている。このようにして量産したヒト型ラミニンが医療用素材として有効
であることが確認できれば、再生医療に根底的な変革をもたらし、大きな社会的意義を
持つ。 
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